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み
に
対
す
る
改
革
案
を
引
き
続
き
討
議
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
。

● 

提
案
事
項
―
―
費
用
削
減
と
会
費
改
定
に
つ

い
て

　

会
計
担
当
の
一
田
幹
事
よ
り
、
こ
の
10
年
間

の
会
員
数
漸
減
と
、
来
る
消
費
税
率
ア
ッ
プ
・

郵
便
料
金
の
値
上
げ
に
よ
っ
て
次
年
度
以
降
の

会
計
繰
越
金
が
保
証
で
き
な
く
な
る
た
め
、
年

会
費
の
値
上
げ
を
含
む
改
善
策
の
検
討
が
提
案

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、多
く
の
改
善
案（
新

会
員
の
獲
得
、
発
送
費
用
の
節
減
、
会
報
へ
の

広
告
掲
載
、
会
費
に
加
え
た
協
力
金
の
依
頼

等
々
）
に
つ
い
て
の
発
言
が
出
席
者
か
ら
あ
っ

た
。
討
議
の
結
果
、
原
則
と
し
て
会
費
を
現
行

の
３
０
０
０
円
か
ら
３
６
０
０
円
に
値
上
げ
す

る
こ
と
を
了
承
し
、
た
だ
し
、
年
会
費
を
改
定

す
る
来
年
８
月
末
ま
で
に
経
理
の
改
善
が
見
ら

れ
た
場
合
に
限
り
、
会
費
値
上
げ
は
取
り
や
め

る
―
―
旨
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
後
、「
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
」
の
高
尾
直
子

代
表
世
話
人
と
宮
崎
由
美
子
幹
事
の
挨
拶
が
あ

り
、
本
年
度
も
『
女
の
一
生
』
の
朗
読
劇
の
稽
古

な
ど
に
励
ん
だ
長
崎
の
活
動
が
報
告
さ
れ
て
、

第
18
回
定
時
総
会
は
午
後
４
時
20
分
、
閉
会
し

た
。�

（
記
・
加
藤
宗
哉
／
写
真
・
清
水
優
子
）

周
作
ク
ラ
ブ
役
員
・
委
員
一
覧
２
０
１
９

�

敬
称
略
（
項
目
中
は
五
十
音
順
）

会
長　

加
賀
乙
彦

顧
問　

黒
井
千
次

幹
事　

�

一
田
佳
希（
会
計
・
編
集
担
当
）／
今
井
真
理

（
総
務
担
当
）／
加
藤
宗
哉（
総
務
担
当
）／
高

橋
千
劔
破（
編
集
担
当
）／
宮
辺
尚（
会
員
管
理

担
当
）

監
査　

髙
田
幸
子
／
光
武
喜
代
人

総
務
委�

員　

石
井
由
里
亜
／
大
澤
眞
里
／
清
水
優
子

／
田
村
百
合
子
／
益
田
恵
／
福
田
祐
泰（
旅
行

担
当
）

会
報　

�（
編
集
長
）高
橋
千
劔
破
／（
副
編
集
長
）亀
岡

園
子
／（
顧
問
）山
根
道
公
／（
委
員
）大
原
雄

／
近
藤
恭
弘
／
高
木
香
織
／
南
紀
洋
子

会
計
・�

会
員
管
理
委
員　

伊
東
智
香
／
中
村
通
子
／

樋
口（
八
木
）文
子

（
土
）の
周
作
忌（
如
水
会
館
）、
１
月
27
日（
日
）

の
新
年
会
（
日
仏
会
館
レ
ス
パ
ス
）、
４
月
６

日
（
土
）
の
文
学
セ
ミ
ナ
ー
（
慶
應
義
塾
大
学

内
・
会
議
室
）、
５
月
19
日
（
日
）
～
20
日
（
月
）

に
か
け
て
の
「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」（『
侍
』

の
舞
台
・
仙
台
と
松
島
再
訪
）、
そ
し
て
年
４

回
の
会
報
発
行
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

●
第
２
号
議
案
―
―
前
年
度
会
計
報
告

�

（
一
田
佳
希
幹
事
）

　

前
年
度
の
収
入
は
、
前
々
年
度
か
ら
の
繰
越

を
ふ
く
め
て
１
，８
０
１
，２
９
２
円
、
支
出
は

１
，３
４
９
，９
１
８
円
。
し
た
が
っ
て
今
年
度

へ
の
繰
越
金
は
４
５
１
，３
７
４
円
と
な
る
こ
と
、

さ
ら
に
そ
の
内
訳
が
説
明
さ
れ
た
の
ち
、
会
計

監
査
の
高
田
幸
子
さ
ん
か
ら
の
監
査
結
果
が
報

告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
（
詳
細
は
会
報
５
ペ
ー

ジ
参
照
）。

●
付
・
役
員
、
委
員
に
つ
い
て�

（
加
藤
幹
事
）

　

本
年
度
は
役
員
・
委
員
の
改
選
年
度
で
は
な

い
が
、
新
た
に
、
福
田
祐
泰
さ
ん
（
元
・
東
武

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
）
が
今
年
度
か
ら
新
委
員
（
旅

行
担
当
）
と
し
て
加
わ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、

拍
手
で
了
承
さ
れ
た
。

●
第
３
号
議
案
―
―
今
年
度
事
業
計
画

�

（
加
藤
幹
事
）

　

会
報
の
発
行
（
４
回
）
と
、
１
月
末
の
新
年

会
、
４
月
の
文
学
セ
ミ
ナ
ー
（
次
号
会
報
に
案

内
を
掲
載
）、
５
月
17
日（
日
）～
18
日（
月
）の

「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」（「
ユ
リ
ア
と
よ
ぶ
女
」

な
ど
の
網
代
と
熱
海
・
真
鶴
な
ど
。
本
報
３
ペ
ー

ジ
に
旅
行
内
容
と
仮
申
込
先
な
ど
の
記
載
あ

り
）
が
計
画
中
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

●
第
４
号
議
案
―
―
今
年
度
予
算

�

（
一
田
幹
事
）

	

今
年
度
の
収
入
見
込
は
、
１
，６
８
４
，４
１�

６
円
、
支
出
見
込
は
１
，５
７
８
，８
８
０
円
、

予
備
費
が
１
０
５
，５
３
６
円
と
な
り
、
そ
の
内

訳
が
説
明
さ
れ
て
承
認
さ
れ
た
が
、
こ
の
見
込

２
０
１
９
年
９
月
29
日
（
日
）
午
後
３
時
30
分
か
ら
、
東
京
一
ツ
橋
・
如
水
会
館
で
「
周
作

ク
ラ
ブ
」
第
19
回
定
時
総
会
が
開
か
れ
た
。
没
後
23
年
目
と
な
る
今
年
度
の
総
会
出
席
者
は
25
名
、

委
任
状
２
１
０
通
を
ふ
く
め
て
総
数
は
２
３
５
（
会
員
総
数
は
３
６
０
名
）
で
過
半
数
と
な
り
、

会
は
成
立
し
た
。
予
定
さ
れ
た
議
題
を
す
べ
て
審
議
・
承
認
し
た
後
、
幹
事
会
か
ら
提
案
の
会
計

改
革
案
を
討
議
し
て
、
夕
刻
５
時
過
ぎ
に
終
了
、
恒
例
の
「
周
作
忌
」
へ
と
移
っ
た
。

　

周
作
ク
ラ
ブ
定
時
総
会
は
29
日
、
如
水
会
館

オ
リ
オ
ン
ル
ー
ム
で
定
刻
の
午
後
３
時
半
か
ら

行
わ
れ
た
。

　

高
橋
千
劔
破
幹
事
の
開
会
宣
言
に
続
い
て
宮

辺
尚
幹
事
（
会
員
担
当
）
か
ら
、
現
在
の
会
員

数
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
１
年

間
に
お
け
る
入
会
者
は
16
名
、
退
会
者
は
29
名

で
、
13
名
減
と
な
っ
た
（
前
年
度
は
21
名
減
）。

し
た
が
っ
て
今
年
度
８
月
１
日
現
在
の
会
員
総

数
は
３
６
０
名
（
総
会
当
日
ま
で
の
会
員
数
も
、

２
名
減
・
２
名
増
で
３
６
０
名
。
た
だ
し
「
周

作
ク
ラ
ブ
長
崎
」
の
会
員
67
名
は
除
く
）。

　

こ
の
報
告
の
あ
と
、
幹
事
会
か
ら
の
推
薦
で

会
員
の
大
原
雄
さ
ん
が
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
、

議
事
に
う
つ
っ
た
。

●
第
１
号
議
案
―
―
前
年
度
事
業
報
告

�

（
加
藤
宗
哉
幹
事
）

　

昨
年
９
月
29
日
の
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
総
会
か

ら
本
年
８
月
ま
で
の
全
事
業
は
、
９
月
29
日

周作クラブ定時総会

　

 

報
告
―
―
第
19
回
定
時
総
会

✍　
周
作
ク
ラ
ブ
創
立
20
年
へ
向
け
て

　
　
　
　
―
―
今
後
の
課
題
と
改
革
も
討
議
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